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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

弘
法
さ
ん
か
わ
ら
版
、
今
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

   

今
年
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ
「
尾
張
名
古

屋
・
歴
史
街
道
を
行
く
ー
社
寺
・
城
郭
・

幕
末
史
—
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
ま
ず
今

年
は
尾
張
国
の
歴
史
を
旅
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

★
街
道
の
国

   

尾
張
は
街
道
の
国
で
す
。
街
道
沿
い
に

社
寺
が
創
ら
れ
、
要
衝
に
砦
や
城
が
築
か

れ
、
宿
場
が
置
か
れ
ま
し
た
。
街
道
の
経

路
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
し
ま
し
た
。

   

街
道
の
そ
こ
か
し
こ
に
、
尾
張
氏
、
斯

波
氏
、
織
田
氏
、
豊
臣
氏
、
徳
川
氏
の
歴

史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

   

尾
張
は
、
木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川

の
木
曽
三
川
や
、
濃
尾
平
野
中
央
を
流
れ

る
日
光
川
や
庄
内
川
、
年
魚
潟
に
流
れ
込

む
中
小
河
川
が
作
り
上
げ
た
肥
沃
な
扇
状

地
で
す
。
伊
勢
湾
の
海
岸
線
は
時
と
と
も

に
徐
々
に
南
下
し
、
東
海
道
や
鎌
倉
街
道

の
経
路
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

   

扇
状
地
の
端
に
は
自
然
堤
防
が
形
成
さ

れ
、
江
南
、
大
口
、
一
宮
、
稲
沢
等
の
尾

張
北
部
の
町
は
そ
の
上
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
先
史
時
代
の
海
岸
線
は
尾
張
北

部
に
迫
り
、
尾
張
南
部
は
海
で
し
た
。

★
尾
張
の
地
名
の
由
来

   

尾
張
と
聞
け
ば
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、

徳
川
家
康
の
三
英
傑
が
あ
ま
り
に
も
有
名

で
す
が
、
信
長
以
前
は
あ
ま
り
語
ら
れ
ま

せ
ん
。

   

そ
も
そ
も
尾
張
は
尾
張
氏
が
支
配
し
た

か
ら
尾
張
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
律
令
時
代
以
前
に
大
和
国
葛
城
郡
に

高
尾
張
と
い
う
集
落
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

移
り
住
ん
だ
人
々
が
尾
張
連
（
お
わ
り
む

ら
じ
）
と
呼
ば
れ
、
地
名
と
氏
（
う
じ
）

名
と
し
て
定
着
し
ま
す
。

   

古
代
に
お
い
て
「
お
は
り
」
は
「
小
墾

（
こ
は
り
）
」
と
書
き
、
「
墾
」
は
土
地

を
拓
い
て
開
墾
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

接
頭
語
の
「
小
」
は
「
御
」
が
転
じ
た
も

の
で
す
。
「
小
治
」
「
大
治
」
と
書
き
、

そ
れ
ら
が
尾
張
に
変
化
し
た
と
す
る
説
も

あ
り
ま
す
。
「
烏
波
利
」
「
尾
治
」
と
書

か
れ
た
木
簡
や
古
文
書
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

   

氏
名
の
由
来
に
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、

大
和
王
権
の
大
王
家
と
関
係
の
深
い
尾
張

氏
が
治
め
て
い
た
土
地
が
、
す
な
わ
ち
尾

張
で
す
。

   

そ
し
て
律
令
時
代
に
は
、
都
と
東
国
を

結
ぶ
古
代
東
海
道
が
尾
張
国
を
通
り
ま

し
た
。

★
斯
波
氏
と
織
田
氏

   

尾
張
氏
は
国
造
（
く
に
の
み
や
つ
こ
）

を
務
め
、
熱
田
神
宮
大
宮
司
も
代
々
継
承

し
ま
す
。
や
が
て
、
尾
張
氏
の
娘
と
婚
姻

し
た
藤
原
氏
が
大
宮
司
を
務
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

   

平
安
時
代
末
期
の
大
宮
司
で
あ
っ
た
藤

原
季
範
の
娘
、
由
良
御
前
が
源
義
朝
に
嫁

ぎ
、
源
頼
朝
を
産
み
ま
し
た
。
ま
た
、
季

範
の
養
女
（
孫
娘
）
も
足
利
義
康
（
足
利

氏
祖
）
に
嫁
ぎ
、
足
利
氏
に
も
血
脈
を
繋

い
で
い
ま
す
。
義
康
か
ら
数
え
て
八
代
目

が
室
町
幕
府
を
開
く
足
利
尊
氏
で
す
。

   

鎌
倉
時
代
に
は
鎌
倉
と
都
の
間
を
往
来

す
る
た
め
に
、
古
代
東
海
道
が
も
と
に
な

っ
た
鎌
倉
街
道
（
鎌
倉
往
還
）
が
発
展
し
、

尾
張
国
は
複
数
の
駅
（
う
ま
や
）
を
擁
し

ま
す
。

   

室
町
時
代
初
期
に
は
美
濃
国
守
護
の
土

岐
氏
が
尾
張
国
守
護
を
兼
ね
て
い
ま
し
た

が
、
一
四
〇
〇
年
頃
に
斯
波
義
重
が
尾
張

守
護
に
任
じ
ら
れ
ま
す
。

   

義
重
は
越
前
国
守
護
で
し
た
が
、
尾
張

と
遠
江
の
守
護
も
兼
ね
ま
す
。
そ
の
際
、

越
前
守
護
に
仕
え
て
い
た
織
田
氏
も
尾
張

に
移
り
、
尾
張
国
の
給
人
と
な
り
ま
し
た
。

給
人
と
は
領
主
の
命
を
受
け
て
領
地
を
支

配
す
る
者
を
指
し
ま
す
。

   
織
田
氏
の
先
祖
は
越
前
織
田
の
劔
神
社

の
神
職
で
あ
り
、
子
孫
が
守
護
の
斯
波
氏

に
仕
え
ま
し
た
。
斯
波
氏
は
室
町
幕
府
の

三
管
領
家
の
ひ
と
つ
で
す
。

   

や
が
て
織
田
氏
は
斯
波
氏
か
ら
尾
張
守

護
代
を
命
じ
ら
れ
、
大
和
守
家
と
伊
勢
守

家
に
分
か
れ
て
勢
力
を
競
い
ま
す
。
信
長

は
そ
の
大
和
守
家
の
三
奉
行
家
の
ひ
と
つ
、

弾
正
忠
家
（
だ
ん
じ
ょ
う
の
じ
ょ
う
け
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。

   

織
田
信
長
の
臣
下
で
あ
っ
た
豊
臣
秀
吉
、

同
盟
者
で
あ
っ
た
徳
川
家
康
な
ど
、
尾
張

国
は
多
く
の
武
将
を
輩
出
し
ま
し
た
。

   

江
戸
時
代
の
大
名
は
三
英
傑
の
配
下
か

ら
出
た
者
が
多
く
、
徳
川
家
康
に
仕
え
た

三
河
出
身
者
の
ほ
か
、
前
田
、
浅
野
、
池

田
、
山
内
、
蜂
須
賀
な
ど
の
尾
張
出
身
者

が
各
地
で
大
名
と
な
り
ま
し
た
。
系
譜
を

辿
る
と
全
国
の
大
名
の
約
７
割
が
尾
張
と

三
河
の
出
身
者
で
す
。

   

尾
張
は
徳
川
御
三
家
筆
頭
、
尾
張
徳
川

家
の
領
地
と
な
り
、
三
河
は
譜
代
大
名
、

旗
本
領
、
社
寺
領
、
天
領
と
な
り
ま
し
た
。

   

こ
の
間
、
尾
張
に
は
街
道
が
発
展
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
中
心
は
近
世
東
海
道
で
す
。

古
代
東
海
道
、
中
世
鎌
倉
街
道
が
原
形
で

す
が
、
経
路
は
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

★
東
海
道
、
佐
屋
街
道
、
美
濃
街
道

   

そ
も
そ
も
、
古
代
東
海
道
は
律
令
時
代

に
定
め
ら
れ
た
五
畿
七
道
の
ひ
と
つ
で
す
。

   

五
畿
と
は
大
和
・
山
城
・
摂
津
・
河

内
・
和
泉
の
畿
内
五
国
を
指
し
、
七
道
は

畿
外
の
東
海
道
・
東
山
道
・
北
陸
道
・
山

陰
道
・
山
陽
道
・
南
海
道
・
西
海
道
の
七

つ
の
地
域
を
表
し
ま
す
。

   

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
一
六
一
〇
（
慶

長
十
五
）
年
の
名
古
屋
開
府
に
合
わ
せ
、

徳
川
家
康
の
命
で
近
世
東
海
道
が
整
備
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
周
辺
地
域
と
の
間
に

は
脇
街
道
が
誕
生
し
ま
す
。

   

来
月
は
東
海
道
、
佐
屋
街
道
、
美
濃
街

道
を
概
観
し
ま
す
。
乞
ご
期
待
。


